
項 目 内　　容

令
和

4

4

具体的な授業
改善の方策

　漢字の反復練習を毎日実施し、漢字に対する苦手意識を克服する。サイドラインや書き抜き、
吹き出しなど読み取るための方法や要約の方法を指導する。毎日３行日記を書くことで、自分の
考えをまとめ、既習漢字を用いて文を書く機会を確保する。日常の言語活動を通して語彙を増
やし、表現する活動を多く取り入れる。

年
度
末

第４学年におけ
る児童の達成
度と第５学年に
向けての課題

　漢字に対する苦手意識は多くの児童が克服し、第４学年までに習う漢字を身に付けることがで
きた。文章の読み取りに関しては、何を問われているかを考えて答える力を高める必要がある。

令
和

5

5

具体的な授業
改善の方策

・朝読書や図書の時間を有効に使い、読書をする機会を増やし、意欲を喚起するとともに、様々
な文章に触れることで文章を読むことに対する苦手意識を無くす。
・ミニ作文やノート指導を充実させ、文を書く力も伸ばしていく。

年
度
末

第５学年におけ
る児童の達成
度と第６学年に
向けての課題

・定期的に読書をする機会を設けたことで、様々なジャンルの本に挑戦する児童が増えた。ま
た、その中で、様々な文章に触れ、文章に対する苦手意識が減少してきたことが成果である。今
後の課題は、読み取った内容を自分でまとめ、自分の言葉や考えとして表現する力を育ててい
くことである。
・漢字に関しては、新出漢字を活用した熟語として調べ学習をすすめ、知識をつけることができ
た。

令
和

6

6

令
和

学習に関する
児童の実態・課
題

　読書が好きな児童が多く、空いた時間に集中して本を読んでいる。課題として、既習の漢字を
用い文を書くことを苦手とする児童が多い。また、自分の考えを書く活動を苦手に感じている児
童が多く、考えをまとめ、文章を構成する力が不十分である。また、文章の読み取りでは、何を聞
かれているのかが明確にすることができない児童もいる。ローマ字の読み書きに慣れていない児
童が多い。
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令
和

学習に関する
児童の実態・課
題

・漢字を読むことができるが、書くことや意味と結びつけることが苦手と感じる児童が多い。
・漢字を熟語や文章の中で使うことが苦手である。
・自分が伝えたいことを明確にし、考えをもつことができるが、友達の考えと比較を通して自分の
考えを深めることが課題。
・主張や考えの根拠となる叙述を抜き出したり、探したりすることが課題。
・文章を書くことに苦手意識があり、長い文章を書くことが苦手。

年
度

教科で身に付
けさせたい資
質・能力

　主に、文章を読む力が不十分であるため、問題を理解し、聞かれていることだけを読み取るこ
とに指導を重点化したい。

年
11
月

第
 
４
 

学
 

年

令
和

学習に関する
児童の実態・課
題

・読書をする児童とそうでない児童で語彙力・構成力に差がある。
・漢字を読むことができるが、書くことや意味と結び付けることが苦手と感じる児童が多い。
・物語を読んで感想をもったり、説明文を読んで考えをもつことはできるが言語化が難しいことが
ある。

年
度

教科で身に付
けさせたい資
質・能力

文章を読み、意味を理解する力。
自分の考えや意見を言語化する力。

年
11
月

第
 
５
 

学
 

年

年
度

教科で身に付
けさせたい資
質・能力

文章を読み、意味を理解する力。
自分の考えや意見を言語化する力。

年
10
月



具体的な授業
改善の方策

・学び方の指導や小テストを充実させ、漢字の反復練習を行うと共に日常生活の中で意識して
使う機会を増やす。
・思考に関わる言葉の指導や相手との交流の機会を多く設け、相手と比較を通じて自分の考え
を明確にできるように指導する。
・友達の考えを聞いたあと、自分の考えを書く時間を設ける。
・サイドラインや書き抜きなど読み取るための方法や要約の方法を指導する。
・気持ちを表す言葉や、場面を表す言葉の指導を行い、自分の考えに合った言葉を選べるよう
にする。
・振り返りを重視し、文章を書く機会を増やしていく。

年
度
末

小学校６年間
のまとめと中学
校への引継事
項

年
10
月

第
 
６
 

学
 

年


